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目的 ： ピラミッド（構造物）の未知なる機能を科学

的に解明する

方法 ： 生体センサ（キュウリ切片）から放出される

ガス濃度を測定
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生体センサ(キュウリ切片)の設置



ピラミッド内に瞑想者が居る時

ピラミッド内での瞑想(ヘミシンク)

瞑想時間：１回３０分

瞑想回数：午前中３回、午後３回

瞑想中、ピラミッド頂点の
生体センサを意識しない

一人の瞑想者が全ての実験で
瞑想をおこなった



生体センサ（キュウリ切片）の保管 24h-36h

ガス濃度の測定

密閉容器から３００ｍｌのガスを吸引



研究成果1 

ピラミッド内の瞑想者が生体センサに影響を与える
（非接触効果の発見）

2013年第8巻4月号 (2013/4/12 受理)

瞑想者のキュウリへの非接触効果



概要
1. 食用キュウリをセンサとして使った。

2.ピラミッドの中に、瞑想者が「居る時」と「居ない時」の違
いによって、キュウリから発生するガス濃度に、大きな差
(約20%)がでることを発見。

結論
この結果が偶然に発生する確率は１００億分の１程度

ほぼ確実に瞑想者が非接触でキュウリに影響を与えている
という現象の存在が明らかなった

研究成果1 

ピラミッド内の瞑想者が生体センサに影響を与える
（非接触効果の発見）



研究成果2

非接触効果は、瞑想者が居なくなった後
長期間（十数日間）検出できた

2015年第4巻5月号 (2015/5/17 受理)

ピラミッド型構造物が関与した特異な非接触効果の発見



結論
1. ピラミッドが関与した遅延を伴う特異な非接触効果を発見

2. 瞑想者による非接触作用は、リアルタイムな効果ではない

3. ピラミッド構造物はエネルギー変換装置である

研究成果2

非接触効果は、瞑想者が居なくなった後
長期間（十数日間）検出できた

赤 ： 夏のデータ

青 ： 冬のデータ



研究成果3

非接触効果が起こる条件を特定

2016年第5巻6月号 (2016/6/10 受理)

ピラミッド型構造物による未知なるフォースの発現



結論 ピラミッド構造物はエネルギー変換装置
瞑想者エネルギーを蓄積

↓
蓄積したエネルギーを別のエネルギーに変換
↓
変換されたエネルギーが生体センサに影響

研究成果3

非接触効果が起こる条件を特定

ピラミッド単体
瞑想者単独

非接触効果は
起こらない


